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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

平成26年12月18日（木）議事日程 

              開 議（午前10時） 

 日程第１  一般質問（通告順による） 

平成26年鹿島市議会12月定例会一般質問通告書 

 

順番 議  員  名 質    問    要    旨 

９ ４ 勝 屋 弘 貞 

１．市民交流プラザ「かたらい」について 
 (1)利用状況について 
 (2)利用者からの声と新たな問題点 
 
２．囲碁発祥の地 鹿島市として 
 (1)2014年囲碁サミットについて 
 (2)寛蓮顕彰会とは 
 (3)碁聖寛蓮、囲碁殿堂入りへの取り組み 
 (4)普及状況 
 (5)全国高等学校総合文化祭に向けて 

10 15 松 本 末 治 

地方創生について 
（鹿島市が衰退しないためには） 
１．もし衰退となる場合の要因は 
 
２．地域（地区）住民の心の寄りどころの健全維持 
 
３．産業（農業・林業・漁業）の再生 
 
４．国・県の政策の利活用は 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前10時 開議 

○議長（松尾勝利君） 

 おはようございます。ただいまから本日の会議を開きます。 

      日程第１ 一般質問 

○議長（松尾勝利君） 

 本日の日程は、お手元の日程表どおり一般質問を行います。 

 通告順により順次質問を許します。まず、４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 おはようございます。４番議員、勝屋弘貞でございます。通告に従いまして御質問申し上

げます。 

 大きな１つ目の質問でございます。市民交流プラザ「かたらい」についてお尋ね申し上げ

ます。 

 鹿島ニューディール構想の中の一つである市民交流プラザ「かたらい」が、少々難産では
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ありましたが、誕生して２カ月弱が過ぎようとしております。私自身、フリースペースはも

とより、大会議室での講演会や小会議室での研修、話し合いなど、何度となく利用させてい

ただいております。トレーニングルームにおきましては、「お先に失礼します」と、全く存

じ上げない方が声をかけていただきまして、こちらも「お気をつけて」と挨拶を返したよう

な次第でございます。公募で選ばれた愛称の「かたらい」の文字どおりに、語り合う楽しさ

や一緒に同じ目的を持った者同士が共有できる心の触れ合いを体感することができました。

そういうことに喜びを感じておる次第でございます。 

 難産の子ほどかわいいと申しますけれども、手前みそではありますが、よい施設ができた

なと感じるものであり、福祉、生涯学習等の面での鹿島市における重要な施設として発展す

ることを願うばかりでございます。 

 そういった中、利用者の一人として私自身、気づいたところは福祉事務所長のほうに直接

お伝えしたこともございますけれども、利用された方々から私のところにも、不都合な点、

使用してみて、こうあったらよかったのにといった、よく言えば要望、悪く言えば不満と

いったような声がちらほらと聞こえてきておるところでございます。 

 せんだって、開館当初の１週間程度の利用状況、利用者の声を調査しましたけれども、２

カ月近くたちましたし、今のところ運営はどういう状況なのか、計画どおりの利用があって

いるのか、フリースペースを含めたところでの各部屋の利用状況等をお聞かせいただければ

と思います。 

 また、利用された方々よりアンケート等をとられておるとは思いますけれども、どういっ

た声が聞こえておるのか、改めてお尋ね申し上げます。同じ要望、意見等を複数人の方が

あった場合には、その数もお聞かせください。 

 大きな２つ目でございます。囲碁発祥の地、鹿島市としてということでお尋ね申し上げま

す。 

 10月に、今回で７回目となる囲碁サミットが秋田県大仙市におきまして開催されました。

囲碁サミットは、囲碁文化の振興に取り組む自治体が集まり、地域の特性を生かしたまちづ

くりを行うために意見交換する中から、交流を深め、連携を高めていくことを目的に、2008

年10月、神奈川県平塚市で第１回の大会が開催され、その後、広島県尾道市、長野県大町市、

宮崎県日向市、島根県益田市、山梨県北杜市、先ほど申し上げました秋田県の大仙市で開催

され、来年度、お隣の福岡のみやま市と柳川市の共催ということでとり行われる予定になっ

ておる次第でございます。 

 で、質問でございます。 

 我が鹿島市は、４回大会である宮崎の日向市で行われた大会から継続して参加しておられ

ますけれども、ことしのサミットには昨年に引き続き教育長が出席され、ステージ上で鹿島

市の取り組みについて発表をされました。どのような発言をされたのか、他の自治体の取り
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組みを聞いてどのように感じられたのかをまずはお尋ねしたいと思います。 

 あとは一問一答のほうでお願いいたします。よろしくお願いします。 

○議長（松尾勝利君） 

 執行部の答弁を求めます。大代福祉事務所長。 

○福祉事務所長（大代昌浩君） 

 市民交流プラザ「かたらい」について、まず利用状況についてお答えします。 

 市民交流プラザ「かたらい」は、10月23日にオープンし、２カ月弱を経過したところであ

ります。10月がプレオープンという形で会議室などの貸し出しは行っていなかったため、11

月の一月間の利用状況を見てみますと、会議室や集会室での利用者数は4,181人、それに浴

室が664人、トレーニングルームが618人、フリースペースが580人の合計で6,043人、これに

子育て支援センターの利用者が1,715人、すこやか教室が219人で、「かたらい」全体、これ

は入居団体を除きますけれども、利用者数は7,977人、１日当たり265.9人となっております。 

 12月の利用状況もほぼ同じように推移しておりまして、10月から12月までの利用者数を集

計しますと既に１万人を超えているような状況で、これは当初目標としておりました人数を、

これまでのところ大きく上回る水準で推移しているところでございます。 

 大、中、小会議室、和室、多目的室、集会室、いずれも満遍なく利用されており、特に大

会議室、中会議室の利用頻度が高く、浴室、トレーニングルームも、それぞれ毎日20人前後

の利用者がございますが、その一方、キッチンスタジオ、教養娯楽室の利用率は、これまで

のところ利用者が少ない状況でございます。また、平日の利用者が多く、土、日が少ない傾

向にあります。 

 子育て支援センターは、連日、多くの子供や保護者に利用していただいており、曜日に

よってはばらつきがありますけれども、傾向としまして、特に土曜日、日曜日の利用者が多

くなっております。また、６割近くがリピーターで、利用者からは好評であるということが

うかがえます。 

 すこやか教室は心身障害者通園施設で、登録された子供及び保護者であるため、利用者数

は少ないですけれども、傾向として市外からの利用者がふえつつあります。 

 なお、老人福祉センターに入っておりました社会福祉協議会や鹿島公民館、鹿島市身体障

害者福祉協会、老人クラブ連合会や保健センターで実施していた、ゆめさが大学の事務所も

移転をして、それぞれの事業等を実施されていらっしゃいます。 

 利用者からの声についてですけれども、利用者からの声は全般的におおむね評判がよくて、

高校生など若い世代から子育て世代、そして高齢者に至るまで幅広く利用されております。 

 利用者からの要望で、こちらで把握しているものを幾つか申し上げますが、複数あったも

のについて正確な数まで把握できておりませんので、御了承ください。 

 まず、会議室についてですが、場所がわからない、中が見えないようにしてほしい、囲碁
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の道具を置きたい、貸し出し用のラジカセを用意してもらいたい、別の部屋にもピアノが欲

しい、キーボードを置かせてもらいたい。 

 それから、トレーニングルームでは、音楽が欲しい、ランニングマシンの壁が白いので、

ぐあいが悪くなる。これについてはマシンの前にパネルを置いて、写真を張って対応をして

おるところです。室内で休めるところが欲しい、機器の使い方を教えてほしい、ストレッチ

ができるところが欲しい、上半身を鍛えるマシンが欲しい、マッサージ機器が欲しい。マッ

サージ機器が欲しいは複数回答、複数要望があっております。上半身を鍛えるマシンが欲し

いというのも複数要望があっております。それに、指導員が欲しいというのも複数の要望が

あっております。それから、テレビが欲しい。 

 浴室につきましては、お湯をきれいにしてほしい、これも複数要望があっております。 

 そのほかに、トイレの表示がわからない、集会室の上がり口にもう１段踏み台が欲しい、

駐輪場が欲しい、駐車台数が多いときがある、ギャラリーに別づけのスポットライトが欲し

い。 

 子育て支援センターでは、屋外ちびっこ広場は日差しが強いので屋根が欲しい、トイレの

個室内にベビーキープを設置してほしい、それから貴重品ロッカーを置いてほしい、ブロッ

ク、絵本コーナーにマットを置いてほしい、ベビーベッドをふやしてほしい、遊び道具をふ

やしてほしい、譲ります、求めますなどの伝言板コーナーがあると便利だと思う、予防接種

や買い物時に一時預かりをしてほしい、小学生が遊べるコーナーをセンター外につくってほ

しい、仕事帰りに遊べないので、夜７時まで開館してほしい。 

 すこやか教室は、特に要望はあっておりません。 

 以上のような要望があっており、この中で、既に改善できる分については随時改善をして、

また予算措置が必要な場合は、優先順位をつけて改善をしていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 江島教育長。 

○教育長（江島秀隆君） 

 勝屋議員の質問にお答えをいたします。 

 先日、10月に行われました囲碁サミットに参加をさせていただきましたけれども、そのと

きにどのような発言をしたのか、それから、ほかの自治体の取り組みを聞いてどのように感

じたのかということについてお答えをいたします。 

 発言した内容につきましては、事細やかに記憶がありませんけれども、大まかに大きく３

つのことをお話ししたんじゃないかと思っております。 

 まず最初にお話ししたのが、いわゆる鹿島市がどういうところかということをお話しいた

しました。自然が豊かで、有明海があって、それから日本三大稲荷の祐徳稲荷神社があると
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いうことを御紹介いたしました。 

 それから次に、祐徳稲荷神社に碁聖寛蓮の碑があるということに絡めまして、いわゆる寛

蓮上人の誕生の地であるということを話したと思います。寛蓮上人が最初の囲碁のルールを

つくった人で、それが鹿島市に生まれられたという話をいたしました。 

 それから３つ目に、鹿島市内での囲碁への取り組みということで、寛蓮顕彰会の御協力を

いただきながら、いろんな事業を行っていること、子供たちへの囲碁の普及、これはヒカル

の碁鹿島スクールというものを平成14年から開いていただいているわけなんですけれども、

これまで500人程度の子供たちが指導を受けたというような話をいたしました。それと、昨

年から行っておりますふれあい囲碁についても御紹介したかと思います。市内の各小・中学

校全てで２年にわたって行ったということを話したというふうに思っております。 

 それから次に、他の自治体の取り組みを聞いてということでございますけれども、当日、

参加した自治体が全て、それぞれの取り組みを紹介いたしました。そこに登壇をされた方々

につきましては、市長さんであるとか副市長さん、あるいは教育長さん、関係団体の方とい

うことでございましたけれども、それぞれの自治体の取り組みを聞きますに、大きく３つか

４つにまとめることができたんじゃないかと思っております。 

 まず、その参加された自治体の中で、過去に活躍された棋士がいらっしゃる、いわゆる人

がいらっしゃる自治体、次に、産物がある、いわゆる碁石ですね、蛤碁石とか、那智の黒石

とか、そういった産物を主体にしている自治体、それから３つ目には、歴史的に非常に大事

なものを持っていらっしゃるような自治体、例えば、本因坊秀策が生まれた地とか、私たち

鹿島のように碁聖寛蓮が生まれた地、そういった歴史のある自治体、それともう１つつけ加

えますと、大きな大会を開催されている自治体、このように分けることができたんじゃない

かと思っております。 

 そういった各自治体の発表を聞きまして、まず思いましたのが、すごいなと、本当に歴史

がある、産物がある、そういったところで囲碁の普及に努めていただいている、本当に感服

をいたしました。そして、思いましたことには、鹿島市で一体何ができるんだろうかと思っ

たわけですけれども、鹿島市でふれあい囲碁の取り組みを始めたわけですから、これをでき

れば継続していきたいなということを思いましたし、ヒカルの碁を初め、子供たちにもさら

に普及を続けていきたいなということを思った次第でございます。 

 以上でございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 ありがとうございます。 

 それでは、一問一答のほうお願いいたします。 
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 順序は逆になりますけど、囲碁の関係についてのほうから、ちょっとお聞きしたいと思い

ます。 

 囲碁サミット、毎回、第１回目から囲碁サミットの宣言文、これはことしの分ですけれど

も、こういった感じで宣言文が出されております。こちらのほうですね、１番から４番まで

宣言文、ちょっと読み上げたいと思います。 

 １、地域の特性を生かした囲碁文化振興事業の充実、発展に努める。 

 ２、地域、学校、行政が連携し、子供たちが囲碁に親しめる環境づくりに努めるとともに、

囲碁を活用した地域の文化、人づくりの推進を図る。 

 ３、囲碁文化にゆかりのある自治体は、互いの取り組みを尊重し、学び合い、連携を図る

とともに、各自治体の取り組みの全国に向けた情報発信に努める。 

 ４、第８回囲碁サミットをみやま市、柳川市において開催をする。 

 こういった感じで毎回、前文があって、こういうふうな感じで宣言をされるようでござい

ます。文言等は違ったり、順番が逆になったりとかありますけれども、基本的に同じような

宣言文だと私は判断しております。 

 先ほど答弁の中にちょっとありませんでしたけれども、他の自治体で行われている活動を

聞かれた中で、似たようなもの、鹿島でもこれはできるよなというようなものがございまし

たでしょうか。いかがでしょうか。 

○議長（松尾勝利君） 

 江島教育長。 

○教育長（江島秀隆君） 

 お答えいたします。 

 いろんな自治体で大会が行われておりますけれども、できれば鹿島市においても、さらに

大会、新たな大会、子供たちの大会などをできたらというふうに一つ思いました。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 今、子供たちの大会ということをおっしゃいましたけれども、実は顕彰会さんのほうで、

寛蓮顕彰会として今活動されているところがございますけれども、市内の囲碁愛好家の集ま

りみたいな団体でございますが、そちらで、ことし、子供の大会をやられております。ただ、

それが鹿島市の小学校が運動会と重なっていまして、その日は、たしか能古見小学校だけは

なかったのかなというふうに認識しておりますけれども、小学校の運動会の日と重なってお

りまして、この大会、塩田のほうでありましたけれども、鹿島市、嬉野市、武雄市、そのあ

たりの子供たちの大会が開催されております。その情報は御存じなかったですかね。──は

い、わかりました。そういうことをやっております。 
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 私も囲碁サミット、ちょっと参加させていただきまして、大会ということを今おっしゃい

ましたので、申し上げますけれども、平塚のほうでは千面打ちとか、会場を外に持っていっ

て、プロの棋士が数人、500人を２回みたいな感じで、商店街の中でやられているというよ

うなことも聞きました。 

 今、鹿島市、浜宿あたり、地域ぐるみで盛り上げていますので、ぜひともそういうところ

でそういう大会をやれないのかなとか。祐徳稲荷さんは縁結びの神様ということで売ってい

ますので、ぜひともそういうところでペアの囲碁の大会はできないのかなとか、そういうこ

とを私はふっと思って、聞いておりました。ぜひともそういう取り組みを考えていただけれ

ばと思います。 

 先ほど教育長の口からも出ましたけれども、寛蓮顕彰会さんというのがございます。そこ

は囲碁の愛好者の集まりなんですけれども、今、子供たちの入門編であるヒカルの碁の教室

や、御婦人方が相手の、御婦人に対する囲碁の教室など、老若男女問わずに普及されておる

と私は認識しております。昨年度、今年度、市内の小学校でふれあい囲碁のほうも行ってい

ただいたわけでございますけれども、今後も取り組みたいということで、ありがたいなと

思って聞いておりました。 

 第60回の祐徳本因坊戦を迎える年にですかね、一応リニューアルされて再結成されておる

わけでございますけど、その折に市長が「寛蓮さんと鹿島」ということで講演もなさってお

りますけれども、改めて碁聖寛蓮とはどういう方なのか、今後、それを鹿島市の市勢発展の

ために囲碁サミットに参加して囲碁を活用していくというお心づもりをお持ちだと思います

ので、その辺で、まずは碁聖寛蓮を鹿島市としてアピールしていく上で、まずはどういう人

なのかということをお聞きしたいと思います。 

○議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 御指名ですから、お答えをしたいと思います。 

 この方は、歴史的な記録によりますと、肥前の国の大村の出身ということになっておるん

ですよね。この大村というのが、かなり歴史的に論争がございました。今の大村じゃないか

というのと、大村方じゃないかというのがですね。結局、私たちの高校の先輩でもございま

すが、江口洌さんという方が、たしか明治学院大学の教授の時代だったと思いますが、碁に

ついての研究の大変重要なポジションを占めておられまして、この方の論文を中心にして、

鹿島の大村方であるということについて、ほぼ論争の終止符が打たれたというのが昭和30年

ごろではなかったかと思います。そのこともあって、60年間、祐徳本因坊が鹿島で、寛蓮さ

んの生誕地で行われているということについて、学術的に議論がなくなったというふうに記

憶をしております。 
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 そういう意味で、生誕地が鹿島だということ、それから、そうなると現在の西部中学校の

近くがどうも御出身のところではなかろうか。この方は橘一族の御出身でございますから、

その出身だろうということで、今、比定をされていると。比定というのは、そこがそういう

ことであると、比べる、定めると書いて比定地だということですよね。そういうことになっ

ているということをまずお話をしておきたいと思います。 

 それから、大変な碁の名人だということで、源氏物語、あるいは枕草子等にもこの方のこ

とを指していると思われる箇所がございます。何より、碁の名人というだけではなくて、大

変な当代の、そのころの和歌の達人であったということでございまして、万全の自信はあり

ませんが、新古今に載っている方ではないかと思います。この地域で和歌がそれだけ、いわ

ゆる勅撰和歌集に載っているという方は極めて少ないというふうに思っておりまして、この

方の歌がよく大学の受験に出るというので、実は有名な方でもございます。 

 それから、一番わからなかったのは、誕生の場所と亡くなられた墓、これがまだ見つかっ

ていないということでございます。ただ、いずれにしても、この地域の方であるということ

は、ほぼ疑う余地がなくなってきておりますので、日本棋院の博物館に行きますと、はっき

りと私たちのまちの出身であるということが書かれておりますし、それから碁の名人である

ということも書かれておりますので、そういう人が今から1,000年ぐらい前に、この地で誕

生されて活躍されたということは我々の誇りにしないといけないと思っております。 

 そういうこともありまして、私自身のアイデアと言ってもいいと思いますが、碁式制定

1,100年ということを提案いたしまして、昨年、ちょうどその該当の年に当たりますときに、

寛蓮さんについてのいろんな地域での子供たちを含めての勉強なり研究をしてもらったとい

うふうに私は理解をしているところでございまして、サミットにも日向のときから参加をし

ていると思っています。 

 なぜ日向に参加をするようになったかというのを少し解説いたしておきますと、60回の祐

徳本因坊を行うというときに、せっかく記念の年やから何かなかろうかというので、いろん

な方がいろんなアイデアを出されました。私自身が提案をいたしましたのは、囲碁は白石と

黒石で戦う競技でございますが、そのうちの黒い石は那智黒と言われるように熊野の石が、

上等なものはですよ、100％、そこでできる那智黒という石を使っております。それで、白

い石は日向市のハマグリ、大きなハマグリを使って生産をされておりますが、たまたま熊野

の河上さんという市長さんも、日向の黒木さんという市長さんも、私はかねて旧知の仲でご

ざいましたので、ぜひ60回の記念大会に両方から一番いい石を持ってきてくれんやろうかと。

さすがに高いのは数百万円しますので、頂戴とは言えませんでしたが、お二方とも自慢の石

を持って、同じ日に鹿島に来ていただきました。それを機会に市内の篤志家の方から、せっ

かくだからと、碁盤もかなり高価なものを寄附を頂戴して、その碁盤と石をそろえて祐徳博

物館に展示をしたということを覚えておるわけでございまして、そういう意味では、世間か
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ら注目を浴びるツールとして、手段として、私たちは活用できるなと思っております。 

 さて、そこで、一体それを外にどう発信するかということでございますが、当然、今言っ

たようなことは発信をしたわけでございますが、このサミットというものについては、囲碁

サミットに限らず、現在、藩校サミットってございまして、鹿島にはかつて旧鍋島藩の藩校

もございまして、藩校を持っているまちのサミットというのがございます。それにも鹿島市

は参加をするようにしておりまして、こういうものをどうやってまちづくりに絡め合わせて

いくか、利用していくか、あるいは取り組んでいくか、そういうことについては課題の一つ

だと考えているところでございます。 

 御趣旨のような、御希望の答弁になったかどうかわかりませんが、私がこの寛蓮さんとの

関係で、囲碁にかかわったことについて少し思い出しながらお話をしてみました。 

 なお、もう御承知だと思いますが、私は囲碁はやりませんので、それは御存じだと思いま

すので、囲碁のやり方、打ち手の皆さんの経験、心については論評できない立場にあるとい

うことを御承知いただきたいと思います。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 ありがとうございます。 

 市長、よくこうおっしゃいますよね。まちづくりは新たな何かをつくるのではなく、足元

にある地下資源を掘り起こし、まちづくりに生かしていくことが何より重要、こういうこと

をよくおっしゃいますね。まだまだ鹿島市の足元には宝が眠っていると思いますけれども、

そういったものを掘り起こして、鹿島市の発展アイテムとして活用していく、そういうこと

を、表現は違うかもしれませんけれども、よくおっしゃいます。 

 今、答弁の中にありましたように、囲碁サミットに参加するきっかけも、祐徳本因坊戦の

60回大会から、碁石の産地の両市長をお招きしてということがきっかけということで答弁い

ただきました。 

 先ほど日本棋院の博物館というような話もございましたけれども、数年前から殿堂ですね、

碁聖寛蓮さんを殿堂入りということで取り組まれておられたとは思いますけど、選考に漏れ

たというような経緯があるとは存じ上げておりますけれども、今後どういった考えをお持ち

なのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 日本棋院の殿堂ですよね、おっしゃっているのは。それについては、一番一生懸命やられ

たのは日本棋院の支部の皆さんだと思います。私も直接行って、日本棋院の幹部の方にお会
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いをし、要請をいたしました。残念ながら、成功に至っておりません。その後、なぜそう

なったのかとか、我々のやり方に不備な点があったのかということも考えないといけないと。

こういうのは、何といいますか、１回やってだめで、２回やったら、もうその先ないぐらい

の気持ちで普通はやると思いますので、その次の手をいつどうやるかということは今後の課

題だと思っております。 

 ただ、何せ寛蓮さんという方が1,000年前の方。今、殿堂に入っている方はほとんどが、

ある意味では、何といいますか、御存命の方というか、故人になられた方でも、つい最近と

いう方がほとんどでございます。そのほか、古い人では本因坊に実際おなりになった方が多

くて、伝説と、いわば神話、歴史の状態の方というのは、少し殿堂の仕組みにふさわしくな

いと思われているんじゃないかという懸念がございます。 

 そこのところを見きわめないといけないということでございますが、つい最近も、恐らく、

極めて有力な候補であろうという方が浮上してまいりましたので、またしばらく、これはま

た大変な、我々から見たら障害の状態かなというふうに判断をいたしております。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 ありがとうございます。 

 この殿堂入りに関しまして、囲碁サミットの終わった後に懇親会がございまして、私もそ

の場で日本棋院の理事の方とお話しする機会がございまして、お尋ね申し上げたところでご

ざいます。今、おっしゃられましたように、ちょっと歴史的にも古い方だということ、そう

いった理由で、資料がなかなかそろわないということで、新しい資料でも発見できればとい

うようなことをおっしゃられたわけですよ。そういったところで、また新たな何かというこ

とでも、先ほど市長がおっしゃいましたけれども、そういったものを探す手だて、新たな手

だてとか、方法とか、考えられていらっしゃると思いますけれども、これはどうしても、

やっぱり民間の力ではなかなかそういうところまで行き着かないと思うんですよね。日本棋

院の鹿島支部の方々が中心となって、こういうこともされておられるようでございますけれ

ども、なかなか進んでいないということで、ぜひとも来年の予算に、そういうところで新た

な資料等を探すための予算等を計上していただければと思う次第でございます。よろしくお

願いいたします。 

 数年後は、鹿島市におきましても囲碁サミットを開催する運びとなるでしょう。囲碁サ

ミットから脱退していない限りは、そういうことになってくるだろうとは思います。そう

なってくると、市内の囲碁愛好者、関係者の方々の力は、協力は必要不可欠になると思いま

すけれども、先ほど冒頭で申し上げましたように、来年度は隣の福岡県で開催されますので、

ぜひともそういう方々と一緒に、サミットの雰囲気とでも申しますか、ぜひとも一般の方々
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にも参加していただきたい、そういう思いがございます。そういうことで数年後に備えるべ

きではないかと考える次第でございますので、その辺も考慮に入れて、囲碁に関する予算立

ても含めまして、鹿島市庁の中に囲碁に関する部署をきちっとつくってほしいなというよう

な思いがあるんですけれども、そういう考えはございませんでしょうか。 

○議長（松尾勝利君） 

 藤田総務部長。 

○総務部長（藤田洋一郎君） 

 囲碁の担当課という御質問は以前も議員のほうからも御質問があっておりまして、研究課

題ということで答弁申し上げていたと思います。 

 まずは囲碁の普及促進については、今、まさに民間の大きな力でやっていただいていると

いうことでございます。そういう中での祐徳本因坊の63回の積み上げの、この開催、運営と

かですね、そういった御尽力の、民間の力のおかげで、こういうところまで来ているという

中で、では、行政としてどういうかかわり方があるのかというような視点、そのあたりも含

めて検討していくものだと思っております。 

 御参考までに、囲碁サミットに参加されています15の自治体の組織運営のやり方も勉強を

させていただいております。その中では、一番多いのは、やはり囲碁という社会教育の面と

いいますか、そういった部分の面からかもしれませんけれども、教育委員会部局で事務局を

担っていらっしゃるところが８自治体ございます。それから、先ほど教育長のほうからもご

ざいましたが、日向の石の関係、そういう産業の関係から参加されている自治体においては

産業部門で事務局を担っていらっしゃるところが、そこが３自治体ございます。それから、

全体的な形での企画、まちづくりという部門で３自治体あります。そういうことでございま

すけれども、そのあたりも参考にしながらということで考えておりますけれども、基本的に

は、いろいろなそういうよその自治体の対応とか、そのあたりも踏まえて、今後、ある程度

といいますか、やはり窓口はどこかにしっかり決めたほうがいいのかなと思っております。 

 今でもヒカルの碁については生涯学習課でやっていただいておりますし、小・中学生のふ

れあい囲碁については教育総務課、それから祐徳本因坊戦の関係についての補助の関係は企

画財政課、それから囲碁サミットについては秘書広報係というふうなことで、各部署で適切

な対応で、的確な対応を今もやってはいますけれども、全体的にはわかりやすい窓口はどこ

かに一本化するべきかなと、そのように今、私としては考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 ぜひとも早急に対応していただければと思います。 
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 ５年後に、スポーツ面ではなくて文化面での高校総体と言われています全国高等学校総合

文化祭、こういうものが佐賀県において開催される予定となっておりますけれども、県内で

囲碁面における組織、きちっとしているのは鹿島だけとか、そういうふうに聞き及んでおり

ますけれども、ぜひとも佐賀県で開催される場合に当たっては鹿島市で担当すべき、担当し

たいなと、私の希望としてもあるのでございますけれども、教育長、その辺に関しましてい

かがでしょうか。 

○議長（松尾勝利君） 

 中島教育次長。 

○教育次長（中島 剛君） 

 お答えをします。 

 先ほど議員のほうからございました総文祭の2019年度開催につきましては、ことし６月に

佐賀県が内定という形で発表をしております。その内定発表の前に、実は佐賀県の高等学校

文化連盟の事務局のほうから問い合わせがあっております。要は、総文祭の囲碁部門につい

て鹿島市で開催できないかと、これは要請という形ではなくて、まずは会場ということでの

問い合わせといいますか、適当な会場があるかどうかということで問い合わせがあっていま

す。 

 昨年、長崎県の時津が会場になっておりますけれども、その会場を見ますと、かなり広い

スペースが必要となってまいります。正式な対局場、あるいは交流会の会場、あるいは大盤

解説の会場とか控室等で、かなりの人数もいらっしゃいますし、また観覧席も必要だという

ようなことで、長崎の例を示して問い合わせがあっています。 

 うちのほうで考えられるところはどこだろうと考えたときに、なかなか適当なところがな

いわけでございます。考えられるとしたら、西部中学校か、あるいは市民体育館と鹿島小学

校の体育館を使ったところか、もしくは鹿島高校かなというようなことでは回答というか、

そういったことで問い合わせに対してはお答えをしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 文化の総体、囲碁の大会はどういう試合の内容とか、どういう形式であるのか、どれくら

いの面数が要るのか、その辺はわかられますか。 

○議長（松尾勝利君） 

 中島教育次長。 

○教育次長（中島 剛君） 

 お答えをします。 
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 参加人員でございますけれども、これは長崎大会の例でございますけれども、参加人員、

男子が48名、女子が44名、これが個人戦で、またほかに団体戦として46チーム、合わせて138

名というふうになっています。 

 あと、引率職員として180名、観覧者、大会の実行委員、補助員等が100名などなどという

ことで、かなりの規模になるというふうに予想をされます。 

 以上でございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 かなり大規模な感じですね。わかりました。でも、ぜひとも鹿島で引き受けていただきた

い、そういうふうに願うわけでございます。 

 今、高校のほうで囲碁部があるのは弘学館高校、こちらのみだそうでございます。大会に

は特別、囲碁部でなくてもよいという、囲碁部でなくても出場が可能だということでお聞き

しておりますけれども、ぜひとも鹿島から県代表を出したいというような思いがありまして、

５年後ということですので、選抜強化選手育成みたいな、そういう取り組みはできないもの

か、そういう考えはございませんでしょうか、いかがでしょうか。 

○議長（松尾勝利君） 

 中島教育次長。 

○教育次長（中島 剛君） 

 お答えします。 

 今現在、ヒカルの碁で育った子が全国大会に出場したりしております。限られた人数でご

ざいますけれども。その中で、今後もずっとヒカルの碁はやっていく予定にしておりますし、

また、昨年からふれあい囲碁もいたしております。その中で、囲碁に興味があって、頑張ろ

う、強くなろうという子供が出てきましたら、その子が出場してくれると、鹿島の子が出場

してくれるというのは喜ばしいことでございますし、それについては、もちろん棋院の支部

さんのほうも指導をなさると思いますので、それを願っているところでございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 そうですね、また宣言文を読みますけれども、「地域、学校、行政が連携し」という文言

がございます。ぜひとも鹿島市のほうで、日本棋院支部の方々にお任せするのもあれですけ

れども、率先して、そういう取り組みをやっていただきたいというような思いがあるんです

けれども、もう一度御答弁をお願いできますでしょうか。 

○議長（松尾勝利君） 
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 中島教育次長。 

○教育次長（中島 剛君） 

 お答えをします。 

 率先してということでございましたけれども、実際指導するのは、やはり棋院の支部さん

の御協力といいますか、にお願いしないといけないということで、先ほど申したところでご

ざいます。 

 そういった形になれば、願いますと言いましたけれども、そういうふうになってくれば、

自然と地元のほうも力が入るというふうに思いますし、行政のほうも、そういうことになれ

ば力を入れるといいますか、協力という言い方はおかしいと思いますが、率先してやれとい

うことでございますけれども、率先の仕方も考えて、そういったことで、ぜひ鹿島の子供た

ちが、囲碁に限らずでございますけれども、頑張ってくれればと願うところでございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 鹿島市から代表が出ることを切に願うばかりでございます。 

 それでは次、市民交流プラザ「かたらい」のほうに移りたいと思います。 

 「かたらい」ができて２カ月ほどたちました。市長御自身のほうには、どういうような声

が今聞こえていらっしゃいますか。市民の声、「かたらい」について、市長のほうに聞こえ

ている意見、そういうものはございますでしょうか。 

○議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 ２カ月弱ですよね。先ほど所長のほうから、いろんな方の御意見、特に利用しておられる

方の御意見を取りまとめたものは御報告ございました。 

 それとは別に、私は実は部屋を借りていますところがすぐそばなものですから、合間には

何度も行きまして、主として子供たちが集まって遊んでいる状況を見に行ったことがござい

ますし、そのときの印象を言いますと、おられる担当の方が一生懸命やっておられるなとい

う雰囲気を感じましたし、具体的なことを幾つか言われました。それは、小さな子供たちが

伸び伸びと動いていますよという話が１つと、それからもう１つは、お母さん同士がちゃん

とお話をできる時間を持てているようでよかったと。 

 ただ、注文もございまして、１つは、かなり人の出入りがあるものだから、少し貴重品に

気を配りながら中で動くということについて気になる。だから、できれば、小さくていいか

ら何か貴重品入れの棚みたいなものがないだろうかというお話がございました。それから、

長時間にわたって滞在をしたいということなので、例えば、食事をとるとか、そういうス
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ペースなり、あるいはそういうときのために自分たちが、親御さんたちが一緒になって、遊

び場じゃない、何といいますか、くつろげる部分といいますか、そういうものもとれるよう

な区分けというのかな、要するに情報交換できる場所と子供が動き回って遊ぶ場所が一緒く

たじゃないほうがいいなというような御意見を頂戴しました。 

 今、先ほど所長がお話をしましたようなことの中におおむね入っておりましたので、ある

時期、時期にまとめて、改善できるものと課題になるものと整理をしながら、多くの皆さん

のせっかくの声でございますから、応えていかなければならないと。ぜひ応えていきたいし、

そういう御希望に沿えるような、そして皆さんから、つくってよかったと言ってもらえるよ

うな施設にしたいなと思っております。 

 そうですね、平均すれば週に１回以上は、少なくともあのフロアには行っているんじゃな

いかと思います。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 ありがとうございます。 

 お近くに住んでいらっしゃいますので、夜にでもタオルと石けんと持って、お風呂に行か

れたりして、市民との裸のつき合いみたいなのもやられたらいかがかと私は思いますけれど

も、ぜひともそういうみずから体験なさることも必要ではなかろうかと思います。よろしく

お願いいたします。 

 多くの団体の方々が利用されておられるようでございます。安心しております。定期的な

利用、週に１回、例えば、木曜日の10時からとかやっていらっしゃる利用、それとあと、単

発でぽんぽんと入ってくるような利用、そういったところで、先に申し込んだほうがいいと

いうようなところもあるかもしれませんけれども、それはそっちが優先なんだというのがあ

りますけれども、そういったところで、利用の割合とか、その辺の部屋の食い合いとか、そ

の辺はどういうふうな感じになっておるのか、ちょっとお聞きしたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

○議長（松尾勝利君） 

 大代福祉事務所長。 

○福祉事務所長（大代昌浩君） 

 お答えします。 

 オープンから約２カ月近くが経過しておりますけれども、子育て支援センターもそうです

けれども、３階、４階の会議室、それから集会室、それから浴室、トレーニングルーム、そ

れぞれ固定客がついておるような状況です。リピーターですね。これはよく言えば、一度

使っていただいた方には評判がよいということでございますけれども、一方で、まだまだ
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我々がＰＲをして新規の開拓をしなければならないというふうにも考えております。 

 そういう中で、特定の団体の方とか、趣味が同じようなグループの方が会議室とか集会室

を週に定期的に使っておられる団体、グループが現在多いように見受けられます。まだまだ

オープンして間もないですので、今後また利用状況がどう変わっていくかわかりませんけれ

ども、今のところ特定の団体、グループが同じような集会室とか会議室を利用される頻度が

高いというふうに感じております。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 特定のところが多いということです。 

 そういった中で、部屋が埋まっているからお断りするというような状況も今出ておるよう

なんですか。その辺はどうでしょうか。お断りする機会があったりしておるのでございま

しょうか。 

○議長（松尾勝利君） 

 大代福祉事務所長。 

○福祉事務所長（大代昌浩君） 

 予約があって、お断りするというような状況も中にはございます。 

 それで、今までの考え方としましては、福祉会館、老人福祉センターに入っていた団体が

ございます。その中で、鹿島公民館とか既に来年３月まで予約をされているような状況の方

をまず優先して予約を入れていただくと。それとあと、市が行う事業ですね、こういったも

のについては先に予約をさせていただくということで、その後、申し込みをされた方は既に

予約が入っているということでお断りをしているような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 ありがとうございます。 

 エイブルも会議室等ございます。有料、無料、ちょっと違っていますけれども。 

 この前、日曜日に「かたらい」のフリースペースでマルシェがあっておりました。私も

ちょっと、何時ごろですか、14時前ぐらい、13時半ごろ行ったときには売り切れているよう

なスペースもございまして、「かし丸くん」とか近隣のゆるキャラ、そういったものとも子

供たちが触れ合っておりましたし、私自身もじゃんけん大会に出まして、お土産にまんじゅ

うを持って帰った次第でございます。 
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 今後、いろんな取り組みをされていかれると思います。そういうことで利用者をふやして

いく、そういう努力をしていただきたいと思いますけれども、せんだって、先月、11月、研

修で私は兵庫県の伊丹市に行かせていただきまして、市立図書館のことば蔵というところに

行きました。そちらは年間150回ほど事業を行われておりまして、市民みずからが講師に

なったりとか、サークルの発表の場をつくったりとか、市民主導の協議会で企画運営をされ

ておられまして、市民力と行政力がうまくリンクしておるなというふうに私は感じた次第で

ございます。それが集客につながっておるというように感じた次第でございます。 

 資料は報告書と一緒に市のほうに提出しておりますので、後ほど参考にしていただければ

と思いますけれども、今後、「かたらい」を発展させていく上で、やはり市民の皆さんの力、

必要不可欠だと思うわけでございます。これは改めて言わないでも認識されておるとは思い

ますけれども、エイブル等の課題もございますが、生涯学習の拠点、そういったところで今

後、「かたらい」をどういうふうな取り組みされていくのかをちょっとお尋ねしたいと思い

ます。 

○議長（松尾勝利君） 

 大代福祉事務所長。 

○福祉事務所長（大代昌浩君） 

 お答えします。 

 この「かたらい」というのをどういった使い方をするかというのは、今、まさに勝屋議員

がおっしゃるように、市民の方が自由に使って、自由な発想で使っていただきたいと思って

おります。この「かたらい」のコンセプトが誰でもいつでも気軽に利用できる広場というこ

とになっておりまして、年代問わず、気軽に集って語り合い、交流できるような施設でござ

いますので、ここをどう使うかというのは、市民の皆さんが考えて、それぞれ思い思いの活

用方法があると思いますので、いろんな活動の場として自由に利用していただければと思っ

ております。 

 私どもの福祉事務所は管理運営に携わっておりますので、施設の利活用については広報し

ていきますけれども、各種イベントとか、そういったものは市全体、市役所全体、各課で取

り組んでいきたいと思っております。 

 それとあと、先ほど申しましたように、市民の皆さんが考えて、ずっと利用していただけ

ればと思っております。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 協議会ですね、そういった市民が話し合える協議会、そういったものを、きっかけはやっ

ぱり市の当局のほうでつくっていただかんと、なかなか市民の皆さんのほうから、そういう
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動きがあるのかどうかというのがちょっと疑問視するところでございます。 

 よく何とか協議会とかありますけど、各種団体の重立った団体の長とか、そういう感じで、

よく協議会ありますけれども、そういったものではなくて、やっぱり一人一人が参加してい

くような、こういうことをやりたいんだよというような声が聞けるような協議会をぜひとも

つくってほしいなというふうに思うんですけれども、そういったことは考えられませんで

しょうか。 

○議長（松尾勝利君） 

 大代福祉事務所長。 

○福祉事務所長（大代昌浩君） 

 お答えします。 

 今のところ、そういった協議会を私どものほうで立ち上げるというような考え方はござい

ませんけれども、先ほどから言っていますように、市民の方がみずから発案していっていた

だくような事業、活用、市民活動をしていただければ一番いいと思っております。 

 その中で、社会福祉協議会がこの施設の中に入っておりますので、そこの中でいろいろな

ボランティアの運営、育成なんかにも携わっておりますので、そういった中でいろんな協議

ができるんじゃないかと思っております。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 そしたら、例えば、こういうことをやりたいよねというようなことがあれば、どこに申し

出れば、社協に申し出ればよろしいということですか。福祉事務所のほうなんでしょうか。 

○議長（松尾勝利君） 

 大代福祉事務所長。 

○福祉事務所長（大代昌浩君） 

 お答えします。 

 どういったことをやりたいかというのが具体的に明らかになっておれば、「かたらい」の

中でフリースペースを使って何かをやりたいとか、個展をやりたいとか、それとか会議室で

何かやりたいという具体的なことがあれば、直接、福祉事務所の管理をしているところに申

し込まれればいいと思います。 

 まだそういった構想がないけれども、何かをやりたいということであれば、社会福祉協議

会とかのボランティアのところで相談をするなり、また、生涯学習課とかのほうでもいろい

ろな、公民館とかでも事業を取り組まれておりますので、そういったところで話をしていっ

ていただければと思っております。 

○議長（松尾勝利君） 
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 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 多くの方々が利用できるように、また集まるように、そういうことを取り組んでいただけ

ればと思います。 

 老若男女利用されておられるようでございますが、今の年代別と申しますか、年代で分け

たときの利用状況等をお聞きしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（松尾勝利君） 

 大代福祉事務所長。 

○福祉事務所長（大代昌浩君） 

 これはフリースペースでの受け付け状況からでしかわかりませんけれども、10歳未満から

80代以上まで幅広く利用されておるような状況です。特に多いのは10代。10代が全体の約

31％、これはフリースペースに限ってですけれども、学習室がありますので、学校の帰りと

か土、日とかで多く利用されているようでございます。その次が70代で24％、それから次に

60代で21％、このフリースペースのデータでは20代から50代までの利用は少ないですけれど

も、会議室等の利用状況から見ると、年代までは登録受け付けされておりませんけれども、

幅広く使われているのではないかと思っております。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 それでは、市内での地区別の利用状況と、この前、聞いた中では七浦あたり、ちょっと少

ないよねというような話を聞いておりますけれども、現在の状況はどういうような感じで

しょうか、いかがでしょうか。 

○議長（松尾勝利君） 

 大代福祉事務所長。 

○福祉事務所長（大代昌浩君） 

 これもフリースペースの受け付け状況に限ってですけれども、やはり鹿島地区が全体の

67％を占めておりまして、そのほかの地区はほぼ同じ割合でございます。ただ、やはり議員

おっしゃるように、七浦地区の利用者が若干少ないような状況でございます。これは冒頭申

し上げましたように、フリースペースに限っての集計ですので、会議室を含めるとわからな

いというような状況でございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 
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 それでは、市外からですね、市内ではなくて市外からの利用状況、また、どの辺の地区か

ら、遠いところではどの辺から来られているのかなというのが気になりますので、市外から

の利用状況をお聞かせください。 

○議長（松尾勝利君） 

 大代福祉事務所長。 

○福祉事務所長（大代昌浩君） 

 これもフリースペースのところの分でしかわかりませんけれども、11月の利用状況で見ま

すと、全員が受け付けで記入されておりませんけれども、市内が82％、それから市外が18％

となっております。 

 主に嬉野市、白石町、太良町の方が利用されております。これは子育て支援センターも、

やはり２割近くが市外からの利用者ということで、交流人口の増加が図られているものと考

えております。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 ピオという建物ですね、１、２階は商業施設ということで、「かたらい」との営業時間が

ちょっと違っておるわけですよね。９時から「かたらい」はあいておりますですよね。そう

いったところで、トラブルと申しますか、不都合とかなかったか、その辺はいかがでしょう

か。 

○議長（松尾勝利君） 

 大代福祉事務所長。 

○福祉事務所長（大代昌浩君） 

 「かたらい」は９時から夜の10時まで開館しております。それで、１、２階の商業施設に

つきましては、１階の一部を除きまして10時からオープンになっております。そのため、

「かたらい」を利用される方、例えば、９時から利用される方は建物の東側の、南東の専用

入り口からしか入ることができません。それで、ほかの入り口、北側とか東側の北側部分の

入り口で、過去にずっとあくのを待っていらっしゃるという方がいらっしゃったということ

で、ほかの入り口のほうに10時まで表示をして、専用入り口のほうにうまく誘導するように

今対処しているところでございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 それでは、市民からの意見、要望ということで資料を頂戴しています。その中で、ちょっ

とお聞きしたいと思います。 
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 駐車場の問題、これは以前から、できる前から、どうなのかなということで多くの議員の

方が質問されておられました。私も出向いていって、利用者の方々に聞きましたし、すこや

かさんとかに話を聞きました。すこやかさんの中では、障害児さん、いろいろ指導を受ける

に当たって、時間が決まっているというような、予約制のようなところがあって、それに間

に合わなかったとか、そういうこともあっているみたいなんですよね。お子さんだけ先にお

ろして、後で車をとめに行ったみたいなですね。そういうこともあっているようでございま

す。 

 駐輪場につきましても、今、大きな通りのほうの壁際に大体置くような状態になっていま

すけど、歩道と車道との間の差がありますよね。あれが結構長く、入り口がちょっと不便か

なというふうな思いも私はあるんですよ。自転車だったら、そうまでないんだけど、オート

バイとか原付バイクとか、ああいうことになってくると、ちょっと重たいので、あそこを押

していくのはちょっと大変だなというような思いがあって、途中を切ってもらえばいいなと

いうような思いもあるんですけれども、そういったところで、駐車場とか駐輪場、今後どん

なふうに考えていらっしゃるのか、お聞きしたいと思います。いかがでしょうか。 

○議長（松尾勝利君） 

 大代福祉事務所長。 

○福祉事務所長（大代昌浩君） 

 まず、駐車場の利用状況でございますけれども、全般的に午前中から昼過ぎぐらいの利用

が多くて、また、月曜日、火曜日、木曜日など、例えば、ゆめさが大学の学生さんが利用さ

れる日とかが一時的に混雑するというような状況でございます。午後は８割程度の利用状況、

それから、夜間や土、日は比較的にあいているような状況でございます。 

 それで、先ほどおっしゃられた登録をされているすこやか教室の利用者の方がちょうど車

がとめられないというような状況があっておりますので、そこはあらかじめ、満車の場合は、

何時に職員が入り口まで出向いて、今、職員の駐車場を借りておりますので、そこに誘導し

て対応をしているところでございます。 

 今後の利用状況を見ないとわからないですけれども、特定の時間帯に混雑するということ

であれば、そこを解消するために、会議室とかで長時間利用される場合は一時的に別の駐車

場を借りるような措置をとらないといけないのかなというふうに考えております。 

 また、現在、パーキングパーミットが１台、それから車椅子専用駐車場がたしか２台ほど

用意されておりますけれども、これも今後の利用状況を見て、増設するかどうか考えていき

たいと思っております。 

 駐輪場につきましては、現在、専用の駐輪場がございませんので、これは商業施設のほう

と現在も定期的に調整会議を行っておりますので、そこで双方、駐輪場の必要性を感じてお

るところでございますので、敷地内の一部に駐輪スペースを設けるように、今のところ考え
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ているところでございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 ぜひとも早急に駐輪場のほうも整備していただければと思います。 

 それで、集会場のほうでございますけれども、私も何度となく使わせていただいておりま

す。きのう聞いた話です。多分、お耳に入っていらっしゃらないと思いますけれども、けが

人が出ております。市外の方ですけれども、肋骨を折られているというような方がいらっ

しゃるようでございます。ちょっと若干、お年寄りには高さがあるかな。私自身もちょっと

腰を悪くしていますので、ちょっと不便だなというふうな思いがございます。そういったと

ころも、上がり口の改善、スロープなりなんなり、そういうものを設置するとか、手すりを

設置するとか、ぜひとも早急に対応していただきたいと思います。 

 私自身も、何ですか、これぐらいの、ここは何の部屋ですよみたいな案内表示板に、靴を

履くとき手をかけたら、下のキャスターはとめていなかったので、それが動いて、ごとっと

こけたような状態もあったので、そういうこともお年寄りだったらありかねんかなと。私自

身がこけたので、お年寄りもあるよねというようなことをちょっと思ったので、そういった

ところで、あそこの利用をふやすためにも、そういった取り組みは早急にやっていただきた

いんですけれども、どうでしょう、いかがでしょうか。 

○議長（松尾勝利君） 

 大代福祉事務所長。 

○福祉事務所長（大代昌浩君） 

 集会室の段差があるということで、要望も幾つかあっておりますので、そこは段差を解消

するために、もう１段ステップを設ける方向で今考えております。 

 あと、スロープにつきましては、また距離とかスペースが難しいので、今のところ、その

ステップを設置して、上りやすいようにしたいと思っております。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 はい、わかりました。ぜひとも早急な対応をお願いします。 

 それで、集会場に限らず、壁に物が張れないというようなことで、ちょっと困ったなとい

うところがございました。特に集会場なんかは人が集まるところでありまして、いろんな市

民の呼びかけとか、市民の団体の方々の呼びかけとかなんとか、そういうものを掲示できる

ようなスペース、例えば、壁にコルクボードを張るとか、そういうことで掲示スペース等を

設けていただきたいんですけれども、そういう考えは今のところございませんでしょうか。 
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○議長（松尾勝利君） 

 大代福祉事務所長。 

○福祉事務所長（大代昌浩君） 

 お答えします。 

 今、壁に直接張るということは全体、３階、４階全部お断りしておりますが、展示物を張

りたいというような御要望がたくさんありますので、今現在、パネルを用意しておりますの

で、そういったパネルでいろんな展示物やいろんなものを張っていただくようにお願いして

いるところでございますので、そういったパネルを活用していただくようにしていければと

思っております。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 ４番勝屋弘貞議員。 

○４番（勝屋弘貞君） 

 私が見る限り、あそこ、集会場、コルクボード、簡単に張れるんじゃないかなというよう

な思いがあるんですけどね。パネルなんかは、自分たちで張るためには用意しなきゃならな

いようなことになるわけでしょう。それは、やっぱりちょっと不便かなと思うんですけどね。

改めて検討していただけないものでしょうか、いかがでしょうか。 

○議長（松尾勝利君） 

 時間が参っております。終わりです。 

○４番（勝屋弘貞君）続 

 終わったみたいですので、これで失礼いたします。 

○議長（松尾勝利君） 

 以上で４番議員の質問を終わります。 

 ここで10分程度休憩します。11時30分から再開します。 

午前11時21分 休憩 

午前11時30分 再開 

○議長（松尾勝利君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、一般質問を続けます。 

 次に、15番松本末治議員。 

○15番（松本末治君） 

 皆さんこんにちは。お昼前ですけれども、しばらく辛抱していただきたいと思います。15

番松本末治です。通告に従い一般質問をさせていただきます。 

 今回の一般質問は、地方創生について（鹿島市が衰退しないためには）ということで、大

きなメーンテーマです。これを４つのサブタイトルで質問をいたします。１つ、もし今後、
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鹿島市が衰退となる要因は。２つ、地域（地区）住民の心のよりどころと、その健全な維持

方策は。３つ、産業（農林水産業）の再生は。４つ、国、県の政策の利活用はとしておりま

す。よろしくお願いをいたします。 

 一般質問通告要求資料数値データについては、今回も本当にお忙しい日常業務の中、調査、

提出いただきまして、毎度ありがとうございました。 

 さて、2014年12月議会は、昭和29年６地区合併から鹿島市制60年の締めくくりの議会です。

最後の一般質問です。９月の議会同様、答弁は笑顔で元気よく、よろしくお願いいたします。 

 鹿島市制60周年のいろいろな記念事業、行事がとり行われ、また、国の地方都市リノベー

ション事業、中心市街地活性化の一つとして、鹿島市誕生の地、元市役所所在地跡の市民

ショッピングセンター、ジャスコと31専門店の開設から30年たち、時代の流れでもあり、３、

４階を国の補助事業、地方都市リノベーション事業を活用して、公的施設として３階に老人

福祉センター及び老人のためのトレーニングルームなどを開設。４階フロアは、子供たち、

子育て家族のための子育て支援センターということで、利用されておられる人々、利用者の

方々の喜びの声、利用者さんの数も当初予定数よりもはるかに多い、11月には毎日265名の

利用者があったというふうなことでありました。また、ショッピングセンターでは、コンビ

ニ、生鮮食料品売り場はかなりの好評であり、全体の来店者数もレジ通過者は10倍近くの客

数になっているとの状況判断をされてある向きもあります。今後、ますますの少子・高齢社

会の傾向は強く、産まないじゃなく、産み育てやすい環境づくり、そして元気で長生きでき

るふるさと鹿島市づくりに３万人市民、もろ手を挙げて参加、協力することこそが地方創生

の基盤になることだと私は信じます。 

 それでは、総括質問に入ります。 

 もし鹿島市が衰退する場合の要因は、地方創生をどのように捉えるかのために、鹿島市制

60年の変遷の数値データをいただき、ありがとうございました。 

 ５項目にわたっていましたが、人口の変化に伴い、保育園、学校、分校、病院、産婦人科

等、もろもろの変化、減少へとつながりが考えられます。昭和30年の人口と平成26年、昭和

で申し上げますと89年の人口減少を６地区ごとにお尋ねをいたしたいと思います。 

 続きまして、地区住民の心のよりどころ、田舎のよりどころの健全維持ということで、調

査データをいただき、ありがとうございました。地区公民館、地区体育館、各地区に１つず

つですが、自治公民館、集会所が84区で81公民館、神社、村社等もありますけれども、各部

落の神社もあります。合わせて90社、寺院が75社、これらの建物は個人所有ではないでしょ

う。どのようになっているのでしょうか、お尋ねをいたします。 

 続きまして、産業（農業・林業・漁業）の再生ということで、今までもいろいろ心配の声

が、質問があっておりましたので、ちょっと変わりまして、多良岳土地改良区農地開発事業

パイロット事業です。昭和39年からブルドーザーがブルブル、ガラガラ、ザーザーと稼働し
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始めた記憶が私の幼心に残っております。ミカン園地造成、鹿島ミカンの産地化へというこ

とで、受益面積が629ヘクタール、総事業費9,451,000千円、工期が先ほど申し上げましたよ

うに、昭和39年から始まり、昭和58年まで。このパイロット事業の現在の実態、状況はどの

ようになっているのかをお尋ねいたします。 

 ４つ目に、国、県政策の利活用ということで挙げておりますけれども、この地方創生を鹿

島市としてどのような事業を取り組む計画かというようなことでお尋ねをいたしたいと思い

ます。 

 最初の総括質問をこれで終わります。よろしくお願いします。 

○議長（松尾勝利君） 

 執行部の答弁を求めます。土井企画財政課長。 

○企画財政課長（土井正昭君） 

 私のほうからは、地区ごとの人口についてお答えをいたします。 

 データがございます昭和39年と平成26年の50年の比較でお答えをいたします。これは住民

基本台帳の数によります。まず、鹿島地区ですけれども、昭和39年、人口１万2,204名、平

成26年、１万4,299名、2,095人の増、17％の増ということになります。能古見地区です。昭

和39年、6,261名、平成26年、3,713名、2,548名の減、41％の減です。古枝地区、昭和39年、

3,741名、平成26年、3,169名、572名、15％の減となります。浜地区、昭和39年、5,289名、

平成26年、3,075名、2,214名、42％の減。北鹿島地区、昭和39年が4,789名、平成26年が3,640

名、1,149名の減、24％減。七浦地区、昭和39年、6,103名、平成26年、3,057名、3,046名の

減、約50％の減。全体では、昭和39年、３万8,387名、平成26年が３万953名で、7,434名、

19％の減という状況でございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 澤野生涯学習課長。 

○生涯学習課長（澤野政信君） 

 大きい２番目の地区住民の心のよりどころの健全維持という御質問の中で、建物について

の所有者といいますか、その分の御質問だったと思います。 

 地区公民館、地区体育館につきましては、鹿島市の所有物でございます。あと自治公民館、

神社、寺院についてでございますけど、自治公民館、これは全て登記の関係で変わってまい

りますが、自治公民館につきましては、ほとんどは各自治区の所有だと思っております。神

社、寺院につきましては非課税でございますが、先ほど言いましたように、登記の関係上、

宗教法人であったり自治区であったりと、まちまちではないかと思っております。寺院につ

きましてはほとんどが宗教法人と思われます。 

 以上でございます。 

○議長（松尾勝利君） 
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 中島農林水産課参事。 

○農林水産課参事（中島憲次君） 

 私のほうからは、先ほど議員御質問がありました国営多良岳パイロット事業の現在の実態

はということにつきましてお答えしたいと思います。 

 国営多良岳パイロット事業は、多良岳山麓大地から有明海に向かって放射状に広がる稜線

を中心に、山腹の傾斜地に階段状に開墾いたしまして、地区面積が742ヘクタール、開墾し

た面積が、先ほど議員がおっしゃいました629ヘクタールを開墾いたしまして、ミカン園が

造成してございます。 

 現在の状況ということで、パイロットに限って調査したわけではございませんけれども、

毎年、農業委員会のほうで農地利用状況調査というようなことで調査をしてあります。その

農地利用状況調査の中で、昨年度、平成25年度で585ヘクタールの面積が鹿島市で荒廃して

いるというようなことになっております。その585ヘクタールというのが鹿島市の耕地面積

でいきますと、約20％も農地のほうが荒廃しているとなってまいります。それを単純にパイ

ロット地区の面積に計算しますと、629ヘクタールの20％ということで120ヘクタールという

形でなってきます。パイロットについて特に調べたわけではございませんけれども、中山間

地というような要件を考えますと、この数字がもうちょっと高くなってくるんじゃなかろう

かなというような感じはしております。 

 以上でございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 土井企画財政課長。 

○企画財政課長（土井正昭君） 

 ４点目にお尋ねがありました地方創生、国、県政策の利活用ということで、鹿島市として

どのような事業を取り組む計画かということについてお答えをいたします。 

 人口減少傾向と東京への人口の一極集中を避けるために、まち・ひと・しごと創生法が国

において可決をされましたことは今議会で説明をいたしておるところでございます。これに

より、さまざまな諸施策が展開されるものと思っております。鹿島市においてもこれに対応

することが当然求められるし、当面の行政課題になると考えております。この中で、国にお

いて総合戦略が策定をされ、地方公共団体においても地方版の総合戦略が求められ、市町に

おいては、国の総合戦略や県の総合戦略を勘案し、鹿島市版の総合戦略、これが計画になる

かと思います。これと人口動向分析、将来人口推計を示す人口ビジョンを平成27年度末まで

に策定することが求められております。このため、鹿島市においてもこの流れに沿って体制

を整え、業務を推進していきたいと考えております。この中で、財源を含めて国、県の政策

が具体的に提示をされると思います。その情報を収集いたしまして、鹿島市の計画の中で反

映をさせ、活用していきたいと考えております。 
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○議長（松尾勝利君） 

 15番松本末治議員。 

○15番（松本末治君） 

 それでは、一問一答でお願いいたします。 

 まず１番目の件で、人口変遷等でかなり鹿島市内の状況が変わってきていると思っており

ます。昭和39年から平成26年、昭和39年、鹿島市合併10年で３万8,387人であったのが、今

年26年では、60年たって３万953人、約8,000人の減と、鹿島市全体で比率で申し上げますと

80％になっているということだと思いますけれども、地域ごとに見てみますと、先ほどあり

ましたように、鹿島地区だけが伸び、一極集中じゃありませんけれども、特に私の地元、七

浦地区は50％、半分になっているというふうなことで、この数字を見てびっくりいたしまし

た。そんなに減ったのかなというような思いですけれども、かなり戸数も空き家がふえ、そ

して、その残った家の人員も減っている、それが半数になっているんじゃなかろうかという

ことだと思います。 

 そのことで、この要因というのはどのように捉えられておるのかをお尋ねいたします。 

○議長（松尾勝利君） 

 土井企画財政課長。 

○企画財政課長（土井正昭君） 

 お答えをいたします。 

 地区ごとの人口の推移で、鹿島地区が17％ほど増加をし、七浦地区を初め、他地区が減少

傾向にあるということについては、地区ごとの分析データがありませんけれども、水頭議員

の御質問でお答えをしましたように、平成15年を境に自然動態が鹿島市において、要するに

生まれる方の数が亡くなられる方より少なくなりました。ここを転機に、平成15年を境にそ

ういう状況になっております。このことにより各地区の人口は減少することになっていると

思います。社会動態の面では、もともと転入される方より転出をされる方が多かったわけで

すけれども、それに加えて、転入される場合には鹿島地区への転入が多いのではないか。そ

れから、その転出のほかに他地区から、要するに七浦地区とか、そういった鹿島地区以外の

地区から鹿島地区への転居があるということで、他の地区は減少傾向が全体より多い状況に

あって、鹿島地区は逆に17％ほどふえたという状況であるのではないかというふうに考えて

おります。基本的には、先ほど来言っておりますように、少子化と都市部への人口流出が主

な減少要因になっているのではないかと思います。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 15番松本末治議員。 

○15番（松本末治君） 
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 今、土井企画財政課長おっしゃられるとおりだろうとは思います。ただ、この人口減少率

が高い七浦地区、浜地区、能古見地区、どのような対応、対策が必要か、政策があるか。先

日の田議員の質問でもあっておりましたが、特に七浦、能古見地区は中小零細農家が多い

ということであります。先ほどの土井企画財政課長の答弁にもありました。ただ、できれば、

先日、市長のほうからあっておりました、課長さんたちみんなにアンケートをとったという

ふうなことも聞いておりましたので、そしたら、できればきょう部課長全員の方にお尋ねを

したいなというふうな思いがあったわけですけれども、議長がお許しになればと思いますけ

れども、時間の都合で無理だろうと思いますので、私が御指名をいたしますので、議長よご

ざいましょうか。まず、市民部長。 

○議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 まず、私が言った言葉がきっかけになっておるようでございますから、私のほうからお答

えをしたいと思います。 

 今度は、地方創生が従来と違いますのは、昨日もお話ございましたけれども、国がつくっ

た事業を地域が受けるという基本的な流れではなくて、もちろんその分もあるとは思います

けれども、地域からいろいろ提案をしていくと。非常に言葉は悪いですが、地域ごとの競争

が始まるんじゃないかという気もいたしておりまして、これは私がお願いをして、各管理職

の方にそれぞれアイデアを出してくださいとお話をしまして、今、こっち側に座っている人

たち全員出してもらいました。 

 そこで、全部を御紹介するわけにもいきませんし、中には実現可能性とかお金がかかると

か、いろんな制約があるのもございますが、今から、端的に言えば、鹿島の市内で頑張れば

何とかなるんじゃないかということ、それから、アイデアにもうちょっと味つけをしたり工

夫をすれば完成度が高くなる、あるいは実現可能性が高くなるというようなことが幾つかあ

りましたので、ちょっと３つだけ御紹介をしておきたいと思います。これは御紹介しますと、

ああ、俺の言っている案だったなというようなことが後ろの方はわかると思いますから、誰

とは言いませんから。 

 １つは、ふるさと納税にもっと積極的に参加をしようというお話です。どういうことかと

いいますと、市の職員の中にも、市内に住んでいる人もあれば、市の外にお住まいの方もご

ざいます。１つは、市の外に住んでいる職員は積極的に鹿島市にふるさと納税してくれと、

こういう案でございます。それからもう１つ、じゃ、市内に住んでいる人はせんでよかかと。

そうじゃなくて、自分の知り合いで積極的に鹿島にふるさと納税してもらうように勧誘しよ

うと、こういう案なんですね。適否とか誰がどうやるかというのは別です。これは御提案を

言っていますから。 
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 ２つ目、鹿島はものづくりが盛んなので、伝統工芸の作業を単に趣味としてやるんじゃな

くて、産業として、あるいは企業としてできるような、いわば工芸作業センターみたいなも

のをつくれないかという御提案でございます。例えば、彫刻とか、それから竹細工、鹿島錦、

それから能古見人形、それから、のしの工芸も鹿島市には達人がおられます。こういうのを

もう一つ技術的に磨いて、あるいはいろんな形でランクアップして、企業化するようなこと

が考えられないだろうかというのが２つ目でございます。 

 ３つ目が、市内にはいろいろ観光、あるいは観光の目玉になるような場所がいっぱいある

んじゃないか。点々になっているだけだと。したがって、これを結びつけて周遊コースをつ

くったらどうだと。４つほど御提案があるようです。１つは酒蔵めぐり、これは既に行われ

ております。２つ目がウオーキングとかランニングのコースをつくったらどうだと、まとめ

てですね。ランニングだと山の中も海岸もダム周辺もクロカンコースもあるよと。３つ目が

歴史探訪のコースをつくったらどうだと。これは遺跡とか、弥生時代とかそういう古墳時代

の遺跡もございますし、あるいは昨日もいろいろ文化的な伝承芸能等のお話もちょっとあり

ましたので、そういう寺社とか伝承芸能めぐり。最後に、最近、縁結びとかなんとかという

ので少し人が集まっているという場所、これは祐徳神社でいえば岩崎社ですね。そういうの

もあるから、単品じゃなくて縁結びとか安産とかいろいろ御利益があるので、そういうのを

結んだらどうだと。これを市内コースめぐりをつくる。こういう御提案がございます。これ

をどういうふうに取り組んでいくのか、あるいは磨くのかということは、今から、むしろ、

昨日も御紹介をしました第六次の計画とか、それから地域創生の御提案の中に結びついてい

くのかどうか。 

 これが今、一番金がかかりそうもなくて、頑張れば何とかなるというやつを御紹介しまし

たけれども、こういうのがたっぷりございますので、それを物によっては外部の方のお知恵

とか、あるいはサポーターの方に御相談をしながら、あるいはアイデアを提供するというこ

とでまとめ上げていくということになろうかと思います。体制もつくっているということも

お話ししましたが、内容についても既にこういうそれぞれの検討があって、アイデアの

キャッチボールがやられているということを御紹介しておきたいと思います。できれば個別

の課長の質問は御容赦いただければありがたいなと思っております。 

○議長（松尾勝利君） 

 午前中はこれにて休憩します。 

 なお、午後の会議は午後１時から再開します。 

午前11時59分 休憩 

午後１時   再開 

○議長（松尾勝利君） 

 午前中に引き続き会議を開き、一般質問を続けます。 
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 15番松本末治議員。 

○15番（松本末治君） 

 市長、どうもありがとうございました、代表で答弁いただきまして。ほかの機会に各部長、

課長には質問をいたしたいと思います。市長の答弁の中で、本当に執行部の皆さんは、全員

が一市民であるというかけがえのないお気持ちを持っておられる。やはり行政も市民も同じ

横並びの人間だということをつくづく感じ入り、ありがとうございました。 

 ただ、私がもう１つお願いしたいのは、産業面で、鹿島の今、瀕しておる１次産業、農業、

やはりこの１次産業は全ての基本であるという立場に立ってもらっているから、また同じよ

うに、農業、１次産業が自然との直接のつながりある産業である。農業に対する、１次産業

に対する危機感というのがどうなのかなという、ちょっとした不安な面を持ちました。 

 そこで、先日からいろいろあっておりました件にも関連いたします人口対策ということで、

市営住宅問題も出ておりました。私は、鹿島を人口減少の少ない鹿島地区、北鹿島地区、古

枝地区、３地区で維持していくという考えならば何とも申せませんが、もし現在の６地区、

一緒に未来も鹿島市でと思ってもらえれば、県営、市営住宅のない七浦、能古見にぜひつ

くってもらいたいなというふうな思いがあります。先ほどの勝屋議員の市民交流プラザの答

弁にもあっておりましたけれども、七浦は市民交流プラザ「かたらい」の利用者が少ないも

んね、ああ、そいぎ七浦はもう鹿島市から外そうかというような考えでも持ってもらったら

何とも申せませんけど、そういうお気持ちは一人でも持っておられないと思いますから、ぜ

ひ今申し上げた七浦、能古見地区、住宅もありませんし、用地は十分あります。地価も安い

です。その安か分ば建物に投資すれば、３ＬＤＫができます。そして、保育園、学校も近く

にあります。交通網も大体完備して、そして自然環境に恵まれ、空気がいい。そしてまた、

人がいい、人情がよくてですね、人的環境がすばらしい。郷土芸能も盛んであり、文化的な

面もあります。ただ、医療が七浦にはありません。これも調査いただいた中でも減ってし

まっております。私の小さいころは口市長のところまで入れれば４病院あったわけですよ。

しかし、今はゼロです。しかし、浜、鹿島の病院まで５分──10分かからんと思います。逆

には太良町立病院もありますからですね。 

 こういうことを考えていただいて、いかがでしょう、もし鹿島市の70戸分の市営住宅を考

えておられたら、半分ばっかりの20戸、20戸は七浦と能古見につくってみようかという思い

はなかろうかなということでお尋ねをいたします。 

○議長（松尾勝利君） 

 有森都市建設課長。 

○都市建設課長（有森滋樹君） 

 お答えをいたします。 

 鹿島市営住宅等の整備基準に関する条例といたしまして、昨年策定をさせていただきまし
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た。その中に、第５条、位置の選定というところで、「通勤、通学、日用品の購買その他、

入居者の日常生活の利便を考慮して選定されたものでなければならない。」というふうにさ

れているところでございます。これに基づきまして、今回、新市営住宅の建設工事につきま

しては、伊東議員にもお答えしましたが、建設検討委員会で候補地を選定していただいてお

ります。特に配慮していただきましたのは、高齢者の入居者の中には足の不自由な方や自家

用車等の移動手段を所有していない方も多くあるということが想定されますことから、新し

く市営住宅を建設する場所としては、こうした方の日常の買い物や通院など、生活の利便性

の立地について配慮していただいたところでございます。 

 能古見地区につきましては、バイパス沿いのところも検討はいたしましたけれども、今回

の５つの候補地の中には能古見地区、七浦地区は含まれていないというところでございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 15番松本末治議員。 

○15番（松本末治君） 

 ありがとうございましたとは申せませんですね。市営住宅条例等のことはわかります。た

だ、本当にそれでいいのか。しかし、その点、無理して七浦につくってもろうたと言うぎ、

市長が七浦出身やけんやろうとかですね、そういうふうな要らん考えを持つ市民の方も出て

くるんじゃなかろうかと思いますけれども、そういうことは絶対あってはならないことです

けど、しかし、先ほどあった日常生活にというのは、やはり能古見も七浦も一緒だと思いま

す。近くにコンビニとか、それで道の駅、直売所、地産地消の大事なお店もあるわけですよ。

そういう点も鑑みてもらえれば、特例じゃなく、その辺、もっと深く考えてもらっている藤

田部長にお尋ねをいたしたいと思います。 

○議長（松尾勝利君） 

 藤田総務部長。 

○総務部長（藤田洋一郎君） 

 議員お話のように、鹿島の中でも人口の減少地区、周辺部がそういうふうに今で言う日本

の縮図が鹿島市内でも起こっているというのは、そういうことだろうと認識をいたしており

ます。ただ、市営住宅となりますと、先ほどの整備基準等でなかなか難しいということであ

りますので、じゃ、どうするのかなと、今、私に振られたわけでございますけれども、市の

部長としてというより、個人の考え方という形が近いのでございますけれども、ちょっと考

え方を少し述べさせていただきたいなと思っております。 

 住む場所の選択というのが、人口が多いところに、町なかに住みたいという方、それから、

町なかの喧騒から離れて静かなところで住んでみたいという方、生まれ育ったところに住み

続けていきたいという考え、これはやはり一人一人の人生観にかかわるものでございますの

で、他人からここに住めと強制されてもなかなかうまくいかないのではないかと思ってはお
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ります。ただ、そういう中でも、市営住宅ができないということでありますならば、行政の

やるべきことは何かなと考えたときに、やはりそこに住みたい、住んでみたい、住み続けた

いと思っていただけるような施策をどのように打ち続けていくのかなということだろうと考

えております。行政としてやれることは限られているわけでございますけれども、例えば、

わかりやすく言いますと、中心地からの道路の改良とか、それから上下水道の整備、それと

か農業の生産基盤の整備とか、こういったハードの事業。それから、バス、電車等の地域公

共交通の維持、整備とかですね。それから、もちろん就労の場の確保をどうしていくのかと

いったソフト面の分についても多種多様あろうかと思います。今までも市挙げて一生懸命

やってきたつもりでございますけれども、今後も地元の御意見等を伺いながら、さらにブ

ラッシュアップしていくことではないかと思っております。 

 特に鹿島市では、昭和55年、このときの国勢調査の人口が３万5,006人、うち１次産業の

人口が5,159人、割合でいいますと29.3％でありました。それが平成22年の国調では、人口

が３万720人、そのうち１次産業の人口が1,956人ということで13.4％となっております。こ

ういう１次産業の人口の減少が顕著であるというのは、もう御承知のとおりであります。こ

れが全体人口の減少の要因となっているものではないかと思っております。そういうところ

から１次産業の振興を今後どうしていくのかも大きな課題と考えているということでござい

ます。ただ、現在もいろいろな施策を考え、やっておりますし、さらに６次産業化への取り

組みにも今、一生懸命力を入れている、このあたりを今後とも進めていくべきものではない

かと、そのように思っております。 

 人口問題は一朝一夕にいきませんけれども、とにかく過去の検証をしながら、また新たな

発想を入れながら、地道に取り組んでいくものと考えております。 

○議長（松尾勝利君） 

 15番松本末治議員。 

○15番（松本末治君） 

 ありがとうございました。さすが総務部長、よろしくお願いをして、１次産業の振興とい

うような形で、地元で人口をふやしていこうというふうな取り組みをやるべきだということ

であろうかと思います。 

 それでは続きまして、地区住民の心のよりどころというふうなことで、本当にいろんなと

ころまで調べていただいたということで思っております。そういうところで、鹿島市内に90

の神社がある。大体各部落に84区あるわけですから、90あるわけですからですね、あるん

じゃなかろうかと推察されます。また、実際私も見たところもありますけれども、この維持

管理をされてあるわけですけれども、100戸ぐらいの自治区ですと、その自治区で管理修繕

等までできているわけですけれども、やはり田舎の過疎化が進んでいるところでは、10戸前

後で同じような神社を維持していかにゃいかんというのはかなり難しいというふうなところ
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もあります。そこで、市が何とかできるということはないと思いますけど、何か指導とか対

策をとっていただけることがないのだろうかと思いますけれども、澤野課長、お尋ねをいた

します。 

○議長（松尾勝利君） 

 澤野生涯学習課長。 

○生涯学習課長（澤野政信君） 

 お答えをいたします。 

 現在、市のほうは、神社仏閣等、宗教に関する施設等の補修でございますけど、その経費

を負担しておりますのが、市の重要文化財、それに指定されている場合のみでございまして、

鹿島市補助金交付規則に定めるところによる鹿島市補助金の採択基準等に関する取り扱い要

領の規定により、予算の範囲内で補助金を交付しておるところでございます。 

 先ほど議員おっしゃいましたように、各自治区ですね、90神社のほうで存在をいたします

が、こういう市の指定以外の神社、寺院については、政教分離という観点から、現在、補助

金の交付はしておりません。これまでも区長さんからそういう要望がございましたが、一応

そういうことで説明をして理解をもらって、今のところは各自治区のほうで対応をしている

と思っております。 

 先ほど、そのほか指導とかということでございますけど、その指導自体が政教分離の観点

からできないということで認識をしております。 

○議長（松尾勝利君） 

 15番松本末治議員。 

○15番（松本末治君） 

 やりたくてもできないということの答弁ではなかったろうかと思いますけれども、農業地

域ですから、ひょっとしたら産業部、農林水産課で、あれば利用すっぎ何とかなっとやなか

ろうかにゃとかですね、そういう思いがあったら、ぜひ私に御指導をお願いしたいと思いま

す。後でよございますので、よろしくお願いいたします。 

 今度は大きく鹿島全体ということで、鹿島市民の健康増進、体力維持増進のためのよりど

ころと申しますか、陸上競技場、クロスカントリーコース、市営球場、グラウンドゴルフ

コース、先日もいろいろあっておりました。他地区に引けをとらない、よそと比べてもらっ

ておりましたけれども、まさっておるということですけれども、足らない点も幾らかあっと

ですよねというような思いでお願いをしたいわけです。このすばらしい環境で設備が整って

おるわけですけれども、より一層の設備補完によることで、今、関東の大学駅伝チームも合

宿に来てもらっておりますけれども、合宿ばかりじゃなし、駅伝部は半年ぐらいは鹿島にお

るばいとか、そういうふうなことへの誘致ができるような対策ができないものかな、そうい

う面から見たら現状で不備なところはないのかなということで思います。 
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 また、市民体育館、先ほども勝屋議員の囲碁の全国高等学校総合文化祭の件でもあってお

りました。私も思いました。というのは、ことしの県民体育大会、鹿島・藤津地区が担当で、

開会式が雨でした。幸い武雄で開会式ということでありましたので、白岩運動公園のすばら

しい体育館で開会式、私も出席いたしました。もし鹿島やったらどこでしたろうかね、市民

体育館なんてとてもできわせんばいねと思っておったら、教育次長が囲碁もできんじゃろう

と言わんばかりの答弁だったろうと思いますので、ぜひ思い切って、昭和47年に建設という

ことを昨日やったか申されて、40年、人間でいえば何てことはなかでしょう、60年はもてま

すというふうなことですけれども、ぜひこの老朽化していると思われる市民体育館、これを

蟻尾山へ移転して新築すれば、ほんなこてすばらしい蟻尾山、陸上関係の一団地化ができる

んじゃなかろうかというふうなことで私が勝手に考えたわけですから、そがん簡単にいくも

んかいという答弁があろうかと思いますけれども、本当にそういう点。 

 もう１つは、昨晩、夜７時ごろ、雪、みぞれが舞い散っておりました。その中、蟻尾山陸

上競技場に行きまして、クロスカントリーコースを１周してきました。夜間照明がかなり点

灯していないのがあるわけです。暗くてちょっと危なくなかろうかねと私は思ったんですけ

れども、ただ、サブグラウンドのサッカー練習場で練習をされておりまして、その照明のこ

ぼれ灯というか、その明かりで何とか恐怖感というところまでは私もありませんでしたけど、

何灯も明かりがついていない、おかしかっちゃなかというような思いで、雪の降って、きょ

うは利用者のなかけんがついとらんとかなというような思いもしましたけれども、その点の

実情をお尋ねしたいと思います。 

 グラウンドゴルフ場も松尾征子議員から強い要望もあっておりましたけれども、本当に健

康づくりのためにやっている、それは十分わかります。そいけん、上のトイレまで行くのも

健康づくりくさんと言う人もおんさっかもしれんですけど、なかなかこらえてこらえて、途

中で倒れてけがしたとかですね、やっぱりクロカンコースもでこぼこがあります。転んだり

したら健康づくりどころじゃなか。けがして入院して、逆に体力減退、車椅子、要介護なん

てとんでもないですよね。その辺、答弁よろしくお願いします。 

○議長（松尾勝利君） 

 澤野生涯学習課長。 

○生涯学習課長（澤野政信君） 

 お答えをいたします。 

 市民体育館について、蟻尾山への移転ということで御提案でございます。 

 蟻尾山公園のほうに市民体育館を建設するというのは、以前にもそういう計画があったか

と思います。ただ、実際、理想ではございますが、今の敷地内に建設するのは厳しい状況と

思っております。理由といたしましては、敷地の問題でございます。駐車場も大きな大会が

あるときにはサブグラウンドまで使ってぎりぎりの状況でございます。もし建設をあそこで
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するとなれば、公園の敷地を拡大ということから検討する必要があるかと思っております。

昨日、稲富議員のほうに御答弁をいたしましたが、体育館については補修をどうするかとい

いますか、そういう検討を今している段階でございます。 

 ２点目のクロスカントリーといいますか、蟻尾山公園の陸上競技場、クロスカントリー

コースの街灯についてでございますが、公園の街灯につきましては、市道沿いの街灯も合わ

せて110個と、あとクロスカントリーコースのほうで18個の街灯を設置しているところでご

ざいます。実際の対応といたしましては、この全ての街灯を全部つけたら電気代がすごい額

になりますので、ライン方式で１つ飛びとか２つ飛びというふうな形で対応しているところ

でございます。 

 ただ、議員おっしゃるように、一部の街灯の明かりが消えているということで市民のほう

からも声がございましたので、一応調査をいたしました。それで、調査した結果、街灯が切

れているところがございましたので、今現在、今年度予算で取りかえをするようにしている

ところでございます。また、市民体育館の中の照明も市民のほうから消えているということ

がございましたので、あわせてそれも今取りかえを準備しているところでございます。 

 ただ、議員おっしゃるように、それでも光が届かない、ほぼ真っ暗な箇所も何回か議員の

ほうから指摘もされておりますので、認識もしておるところでございます。その街灯の設置

場所、設置数について、部内でも検討をいたしました。ただ、御承知のとおり、蟻尾山公園

は面積も広くて施設も数多くございますので、改修すべき箇所も多く出てまいります。全体

の中で優先順位を決めて計画的に実施していくこととしております。ただ、その街灯設置に

つきましては、今、既に実施計画のほうには計上させていただいておりますが、今すぐとい

うわけにはまいりません。計画に沿って実施をしていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 15番松本末治議員。 

○15番（松本末治君） 

 かなり前向きな答弁、ありがとうございました。やはり本当に午後５時半ぐらいになった

ら真っ暗になるとですよね。勤めを終えて、クロカンコースをジョギングされるとか、そう

いう方もかなりあるわけですから、本当に暗いという恐怖がないようにですね。先ほどあり

ましたように、何カ所かはどうしても設置してもらわにゃいかんというようなところもある

ようですので、その点、よろしくお願いをいたしておきたいと思います。 

 市民体育館については、敷地がないということですけれども、周りに敷地はいっぱいあり

ますから、ひょっとしたら今から先は九州たいと言う人も出てくるかもしれんですので、そ

ういうことで期待をしておっていただきたいと思います。 

 それでは続きまして、産業の再生ということで、先ほどいろいろ答弁いただきました。や
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はりこの再生の中で、今、一番気がかりというか、心配されるのは、ミカン産地の崩壊とい

うことで私は思っております。そういうことで、パイロット事業の内容等についても答弁い

ただきましたけれども、先ほど20％ぐらい減っている、120町ぐらい減っているんじゃなか

ろうかというふうなことですけれども、やはりそれ以上に、先日も田議員からもあってお

りましたけれども、かなり優良園地が荒廃しているというようなところもありますのでです

ね。今後、本当に十分配慮していただかにゃいかん点がいっぱいあろうかと思います。 

 そういうことで、現在の国、県の補助事業を利用して何とかなる点がないのかなというよ

うな思いでおりました。昨日の一般質問の答弁で、ミカン価格の低迷の実態等についても担

当の課長、参事のほうから話があっておりました。販売価格は平年の七、八割の低価格です

よ。本当に多良岳パイロットミカンの崩壊の危機です。この中で高いのがあります、希望の

光が見えましたというような思いで聞いておりましたけれども、先日、市長のほうから紹介

あっておりました。鹿島ミカンの創始者、久保山の田島先生の遺訓の中で、やはり１つは頭

を使い、２つ目に手足を動かせ、３つ目に目と耳を働かせろ、そして将来の過剰時代に対処

するようにというようなことがあったと思いますけれども、本当に、今、将来の過剰時代、

現実であります。その一例が根域制限マルチ栽培ですね。これは13年ぐらい前、最初スター

トをいたしました。私自身もそれにかかわっておりましたので、なかなか推進できんやった

という思いがありますけれども、今、10年たって、やっとその成果が実りつつあるんじゃな

かろうかというような思いで私個人としても思っておりますけれども、しかし、そうたやす

いもんじゃなかわけですよね。１キログラム当たり600円というような一般のミカンの10倍

の単価であります。本当にこれが鹿島ミカン産地崩壊の歯どめの牽引になればいいわけです

けれども、本当に糖度13度のそろったミカンができるかというと、先ほどの田島先生の遺訓

じゃありませんけれども、本当にしっかり頭を使い、手足を使わんと、思うようにはいかん

というのが現実なわけです。 

 そういうことで、この鹿島、九州西南暖地のどうしても夏場に雨の多い曇天の日が続くよ

うなところでは、そういうふうな制限栽培をしていかにゃいかんという時代になったんだな

というような思いでおりますけど、この特においしいミカンしか食べないという消費の減退、

供給過剰時代になった中で、しっかりこの鹿島で根域制限マルチ栽培を鹿島市としても推進

していきますよというようなことになるためには、いろんな事業等の取り組みも必要になっ

てくると思いますけれども、この事業に対する方策というか、市の考え等についてお尋ねを

いたしたいと思います。 

○議長（松尾勝利君） 

 中島農林水産課参事。 

○農林水産課参事（中島憲次君） 

 それでは、根域制限高畝栽培について、今の現状等を踏まえましてお答えしたいと思いま
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す。 

 根域制限栽培は、ミカンの糖度を上げるというようなことで、佐賀県で独自に開発された

栽培の方法でございますけれども、おかげさまで佐賀県内の半分の面積は鹿島市で栽培され

ているというふうなことで、鹿島市は先進地でございます。これにつきましても事業費がか

かるというふうなことで、いろんな補助事業等、県とか創設してもらいまして、市等も補助

しているところでございますけれども、今ある事業でございますけれども、さが園芸農業者

育成対策事業というのがございます。これは佐賀県が２分の１補助、鹿島市が10分の１補助

するものでございます。確かに糖度の高いミカンをつくるのには、それぞれの技術なり施設

費がかかります。調べてみますと、根域制限ミカンにするための施設として標準的なもので

ございますけれども、資材費、組み立て据えつけ費等で10アール当たり1,500千円から1,600

千円かかります。資材費、組み立て据えつけ費ですね。そのほかに、これは造成費は含まれ

ておりませんので、造成費を含んだら反当たり2,000千円かかるところも出てくるかと思い

ます。そういうことで費用がかかりますので、県、あるいは市なりの施設を設置するための

助成がございます。 

 なお、鹿島市では、ミカンを新植してもすぐには所得が上がらないということで、未成熟

期間がございますので、この未成熟期間の対策として、企業等参入ということで、何回か今

回の議会で出ていますけれども、そういう事業で、４年間、未成熟期間の助成ということで

市独自で取り組んでいるところもございます。 

 以上でございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 15番松本末治議員。 

○15番（松本末治君） 

 本当にかなり有利な事業を推進してもらうということであったと思います。ただ、実際完

成をして、何が一番問題になってくるかというと、水なんですよね。水をいかにコントロー

ルするかということが一番大事なところであります。糖は13度、14度になっても酸が高くて

どうしようもないというミカンでは消費に合わないということになりますので、その対策と

しては、どうしても先ほどの多良岳パイロットのかん水事業なんですよ。それがしっかりし

ていないと、かん水するためにため池から水をくんで持っていかにゃいかん。水道水をくん

でいかにゃいかんというようなことになりますので、その点、パイロットの老朽化というこ

ともありますから、この点の老朽化、配管の悪いところが何カ所でもある。そしてまた、漏

水もあちこちでしているというふうな状況ですので、その点の対策はどのように考えられて

いるか、お尋ねをいたします。 

○議長（松尾勝利君） 

 中村農林水産課長。 
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○農林水産課長（中村信昭君） 

 お答えいたします。 

 パイロット地区の送水管とか導水管ですね、これは非常に長い延長にわたっております。

それで、今現在も毎年、地域農業水利施設ストックマネジメント事業ということで、漏水箇

所を中心に整備をされております。それで、この負担割合でございますけれども、国が55％、

県が15％、市が9.75％で、地元であります土地改良区が22.75％の負担割合になっておりま

して、年間約6,000千円から7,000千円程度の事業費で整備をされております。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 15番松本末治議員。 

○15番（松本末治君） 

 ストックマネジメント事業、年間6,000千円ぐらいというようなことでの対応がなされて

いるということで、国が55％、県が15％、合わせて70％ですか、残りの30％を２対１の割合

でというようなことですね。この２対１というのはわかります。ただ、内容はよく熟知して

おりませんけれども、今の経営状況、本当に負担金、賦課金というのが、この21％になって

くるんじゃなかろうかと思うわけです。ただ、これだけじゃなかわけですよね。やっぱり事

業はほかにもありますから、賦課金についてはほかにも使ってもらう。ほかに多分、収入は

なかろうと思いますから。そういう中で、今現在、賦課金というのはちゃんと入りよるとい

う状況なのでしょうか、お尋ねをしたいと思いますけれども。 

○議長（松尾勝利君） 

 中村農林水産課長。 

○農林水産課長（中村信昭君） 

 多良岳土地改良区の計上といいますか、賦課金の状況については、市のほうでは把握して

おりません。 

○議長（松尾勝利君） 

 15番松本末治議員。 

○15番（松本末治君） 

 ありがとうございましたとは申しません。ぜひ調べていただいて、実情把握をしていただ

きたい。先ほどの私が申し上げた農業というのをしっかりわかっていただきたい、１次産業

ということをしっかりわかっていただきたいという思いから、その点を土地改良区、行って

もらって調べていただきたいと思いますけれども、よございますか。 

 本当にミカンですね、先日、田議員からありましたように、手取りはなかばい、米につ

いても松尾征子議員からもあっておりました。本当に米とミカンと複合でというような形が

一番多いんじゃなかろうかと思いますけれども、手元に入ってくる金はなかとこれ、賦課金



- 329 - 

鹿島市議会会議録 

ばかり払いゆんもんなということで、集められていないという、集まらないという状況も多

分出てきているんじゃなかろうかと思いますので、その点しっかり把握をしていただきたい

と思います。 

 それではもう１つ、これも先ほどの田島先生の遺訓を実行されたというような思いで私は

見ておりますけれども、アイデア、能力、そして高付加価値をつけたミカンづくりというこ

とで取り組みがなされております。法人化、株式会社ということで今頑張っておられるし、

それも無化学肥料、無農薬、有機栽培としてですね、それにあわせてジュース、冷凍ミカン。

冷凍ミカン、私は昔の中学校のころ、汽車ぽっぽの中に冷凍ミカンを売っておられたのを食

うて、がんうもうなかとやというような記憶があったですけれども、今の冷凍ミカン、本当

においしいんですよね。16度ぐらいあっとですよ。凍って、それを解かして食べればですね。

それが東京の学校給食に行きよるということなんですよね。そういうことですから、その点

もしっかり研究をしてもらいたい。１次産業をしっかり知っていただきたいというような思

いです。ただ、そこでジュースをつくったり、冷凍ミカンしたり、ゼリー等、６次産業化が

実施されております。このごろのミカン不況で、面積はどんどん減ってきよる、つくってく

いろと。今、30町ぐらいつくっておられます。そして、従業員さんが今20名ぐらいですね、

そういう本当に地域にとってはすばらしい取り組みをしてもらっておりますけれども、これ

がネット販売というふうなところも多くて、買い手が最初ははっきりしないというような不

安もあられるようです。それで、それを目がけた詐欺グループなんかも存在しているらしい

ですね。 

 そういうことをこのごろ聞いておりますけれども、今、首都圏に鹿島から駐在職員さんと

いうのが、ことし４月からおられます。この方たちを今の申し上げた詐欺グループみたいな

買い手の方の紹介というか、調査依頼なんか可能になるのですかね。産業部長ですか。 

○議長（松尾勝利君） 

 迎産業部長。 

○産業部長（迎 和泉君） 

 お答えをしたいと思います。 

 先ほどおっしゃられました首都圏本部、正式名称では佐賀県首都圏営業本部と申し上げま

す。現在、約20名の職員がおられまして、市町村派遣の職員が３名おります。その中の１名

が鹿島市から派遣をいたしております。鹿島市からは係長クラスの職員を１名派遣しており

ます。 

 具体的な業務内容としましては、流通部門の担当をいたしております。派遣後、８カ月経

過をいたしますが、これまでの業務といたしましては、販売店とか、あるいは飲食店、ホテ

ル等、そういうところに足を運びまして、佐賀県の産品の紹介、あるいは販売につなげるた

めのイベント等、そういうことの橋渡しをいたしておるところでございます。 



- 330 - 

鹿島市議会会議録 

 先ほどの御質問のネット販売の買い手の情報、ここで調査ができないかということでござ

いますが、このネットでの買い手というのはほとんど個人さんだと思います。なかなか個人

の情報の調査というのは非常に難しいという状況でございます。ですから、私たちはここに

派遣している職員というのは、鹿島市の産品をいかに売っていこうかと。立場はあくまでも

県の職員の立場でございますので、正式にいえば、県の産品をいかに売っていくかというこ

とでございます。ただ、私たちが鹿島市から派遣をいたしておりますので、実は今度、１月

末から３月中旬まで横浜の一流ホテルで、佐賀県フェアというのを予定しております。事前

調査も相手方はお見えになっております。そういうところで、佐賀県の中でも鹿島市デーを

していただけないかと、そういうふうな話までやっているところでございます。そういうこ

とで、派遣をしている、その辺の効果を今後出していけるようにしていきたいと思っている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 15番松本末治議員。 

○15番（松本末治君） 

 なかなか難しい点もあろうかと思います。ただ、取引相手先はわかるわけですから、送り

先がわかるわけですから、それがやはり何回も変な感じで買いつけがあったりということ

だったら不安になります。その住所等がわかったらちょっとだけ調べてくださいというふう

な、そういう対応ができればというふうな思いでお尋ねをしました。ぜひその点をお願いい

たしたいと思います。 

 続きまして、林業については、先日、いろいろと詳しく田議員のほうからあっておりま

したので、時間もありませんし、漁業の面で一つだけ、有明海況の回復というか、私が

ちょっとこのごろ潮の栽培、海水栽培のときにちょっと勉強をした点で、やはり海岸地帯、

七浦海岸地帯、太良海岸地帯で、アゲマキを小学校のころ、よう取りに行ったわけですよね。

そのころはきれいな清水みたいなとが穴から出てきよったというのが思い起こされますけれ

ども、そういう点で、湧き水というのが、これはやっぱり穴のほうから流れているんだとい

うようなことがありますけれども、その水がないからアゲマキが育たんとかなというような

思いがですね。というのは、干拓ばしたけんその水が断ち切られたとその先生は言われたん

ですけれども、その点、同郷の先輩、市長にその点、ちょっとだけお尋ねをして、時間があ

りませんので、よろしくお願いします。 

○議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 鹿島の水は売りですねというぐらい、いい水だと言われていますから、もちろん山に降っ
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てから何百年たってから出てきている水ですから、今すぐどうこうということはないと思い

ます。ただ、海までその水が出てきて、いわゆる伏流水として出てきているのか、それとも

途中でいろんな、例えば、堰をつくったり、それからダムをつくったり、堤をつくったりと

かいうことで、それが妨げられているのかどうかということは、正直言って私は知見を持っ

ておりません。一つ言えることは、今、ちょうど議員の前の潮だまりといいますか、潮が囲

われている地域がございまして、そこで水質改善の研究を今やっております。これは研究内

容が特許にかかわる分がございますので、余り具体的なことは申し上げられません。ある物

質を投入して水質改善するという、いわば化学的な改良の仕方ですよね。これがどうなるか

ということ。それからもう１つは、海底を耕うんしまして水質を保全するという方法が２つ

とられております。これが何か影響しているのかどうか。そういう意味で私たちは興味を

持って、この地水を見守らないといけない。特に来年は海底耕うんについて、いろんな形で、

さらにこれまで以上に力が入ると私ども思っておりますので、それについて期待はしている

ところでございます。（「水産業に向けて、執行部の皆さん、気を使ってもらうことをお願

いして、終わります。ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

○議長（松尾勝利君） 

 以上で15番議員の質問を終わります。 

 よって、本日の日程はこれにて終了いたします。 

 明19日から21日までの３日間は休会とし、次の会議は12月22日午前10時から開き、議案審

議を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午後１時52分 散会 


